
 

 

 

平成 28（2016）年度ヤリイカ太平洋系群の資源評価 
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要       約 

本系群では、漁獲量と沖合底びき網漁業の CPUE を用いて資源状態を評価した。その結

果、1978 年以降の漁獲量から 2015 年の資源水準は中位と判断され、近年 5 年間の沖底の

CPUE から資源動向は減少傾向と判断した。ABC は、ABC 算定のための基本規則 2-1)に基

づき、資源水準に合わせた漁獲を管理目標として算定した。ただし、北部と中部・南部で

は資源の変動傾向が異なることから、海域別に ABC を算出し、合算した値を本系群の ABC

とした。本系群の分布域は 1990 年代以降の水温上昇によって北偏し、中部・南部での漁獲

量が低い水準にあることから、海域ごとの資源水準・動向に応じた管理を行うことも重要

である。 

 

管理基準 
Target/ 
Limit 

F 値 
漁獲割合 
（%） 

2017 年 
ABC 

（百トン） 

Blimit= 

－ 

親魚量 

5 年後 

（百トン） 

1.0・北部 Cave3-yr・0.57 

0.7・中部･南部 Cave3-yr・

0.92 

Target － － 18 － 

Limit － － 22 － 

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Target は、資源変動の

可能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資

源の増大または維持が期待される漁獲量である。ABCtarget = αABClimit とし、係数αに

は標準値 0.8 を用いた。 
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年 資源量 
（トン） 

親魚量 
（トン） 

漁獲量 
（トン） 

Ｆ値 漁獲割合 
(%) 

2011 － － 1,778 － － 

2012 － － 4,350 － － 

2013 － － 4,155 － － 

2014 － － 4,576 － － 

2015 － － 2,518 － － 

年は暦年、2015 年の漁獲量は暫定値。 
 
水準：中位      動向：減少 

 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報、関係調査等 

漁獲量  

  

 

 

 

 

  

 

 

太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁、

1978～2015 年の沖底） 

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料

（水研、1978～2015 年の沖底） 

太平洋北部の沖底以外の漁獲量（岩手～茨城(4)県、1997

～2015 年） 

愛知県外海小底水揚げ量（愛知県、1992～2015 年） 

三重県定置網水揚げ量（三重県、1985～2015 年） 

 

漁獲努力量 

 

 

 

  

太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水産

庁、1978～2015 年の沖底） 

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料

（水研、1978～2015 年の沖底） 
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1．まえがき 

ヤリイカ太平洋系群は、北部（岩手県南部から房総）では主に沖合底びき網漁業（以下、

「沖底」という）のトロール、定置網、小型底びき網漁業（以下、「小底」という）で漁獲

される。中部（静岡県以西の本州）では沖底のかけ廻しと小底、南部（四国・九州）では

沖底の 2 そう曳きで主に漁獲される。本系群のうち、南部（四国・九州）では、水産庁に

より平成 13 年度から実施された「資源回復計画」の対象種となり、平成 16 年 11 月に公表

された計画に基づき、平成 21 年度まで減船等による資源回復が図られた。 

 

2．生態 

（1）分布・回遊 

ヤリイカ太平洋系群は、岩手県以南の本州太平洋岸沖、四国および九州沿岸海域にかけ

て分布する（図 1）。スルメイカのような広範囲の回遊は行わないものの、成長に伴い深所

に移動して索餌・成長した後、産卵時に再び浅所に戻る深浅移動を行う（通山 1987、通山・

堀川 1987）。そのため、比較的ローカルな個体群を形成していると考えられる。日本周辺

域に分布するヤリイカでは遺伝的分化が認められてなく（伊藤 2007）、各海域の個体群の

交流が示唆される。しかし、岩手県を境界としてヤリイカの回遊範囲は南北に分かれてい

ることから（伊藤 2007）、岩手県を境界として対馬暖流系群と太平洋系群に区分して資源

評価を行っている。 

 

（2）年齢・成長 

多くの漁獲対象となるいか類同様、ヤリイカの寿命も１年である。ほかのヤリイカ類同

様、雄は雌に比べて大きくなり、雄の外套背長は 300mm 以上に達するのに対し、雌の最大

外套背長は 220mm 程度である（通山 1987、木下 1989）。なお、2011 年および 2012 年の

茨城県沖での調査では、雌は外套背長で最大 290mm（体重 229g）、雄で外套背長 415mm

（体重 436g）との記録もある（益子 2014）。 

 

（3）成熟・産卵 

約 1 年で成熟・産卵する。産卵期は 1 月～6 月であり、産卵盛期になると水温 10oC 以上

の海域に移動する（松井 1974）。土佐湾では、1 月下旬から 4 月下旬に底層水温 12～14 oC

の水深 70～150m 付近に接岸して付着基質に卵嚢を産み付ける（通山 1987）。太平洋岸に

おけるヤリイカの産卵場は九州〜東北の沿岸各地で確認されている（伊藤 2002）。 

 

（4）被捕食関係 

ヤリイカは、外套背長 50mm までは主にカイアシ類、60～150mm でカイアシ類に加えて

オキアミ類およびアミ類、170mm 前後からは魚類を捕食する（通山ほか 1987）。ヤリイカ

の捕食者に関する情報は得られていないものの、他のヤリイカ類同様、海産哺乳類や大型

魚類等に捕食されると考えられる（Staudinger and Juanes 2010）。 
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3．漁業の状況 

（1）漁業の概要 

本系群は主に沖底で漁獲されるものの、海域によって漁業種類が異なる。北部ではかけ

廻しによる漁獲もあったが、2000 年以降ほとんどなくなり、近年はトロールによる漁獲量

が大半を占めている（図 2、表 1）。太平洋中部では、1 そう曳き（かけ廻し）による漁獲

が中心であったが、近年は愛知県外海小底の漁獲割合が高くなった。南部では、主に 2 そ

う曳きで漁獲されている。 

 

（2）漁獲量の推移 

ヤリイカ太平洋系群の 1978 年以降の漁獲量は、年変動が大きいものの、947 トン（2005

年）～5,121 トン（1979 年）の範囲にある（図 2、表 1）。2011 年の漁獲量は東日本大震災

の影響により 1,778 トンに減少したが、2012 年～2014 年の漁獲量は急増し、4 千トンを超

えた。しかし、2015 年は 2,518 トンに大きく減少した。特に北部の小底による漁獲量が大

きく減少した（2014 年から 1 千トン減少、2014 年比 18%）。 

北部と中部・南部の漁獲量は、1990 年までは同程度であったが、1990 年代以降は北部の

比率が増加し、全体の約 8 割となった。要因として、中部・南部の着業船が減少したこと

と、分布域が水温上昇とともに北偏化したことが指摘されている（Tian et al. 2013）。 

 

（3）漁獲努力量 

北部における沖底（トロール）の漁獲努力量（有漁網数）は、1990 年は 77 千網であっ

たが、その後は減少し、2010 年には最盛期の約 1/4 にあたる 19 千網となった。さらに、

2011 年には東日本大震災の影響によって 10 千網となった（図 3、表 2）。震災後によって

減少したトロールの漁獲努力量は 2012 年以降に徐々に回復し、2014 年は 16 千網、2015 年

は 14 千網（暫定値）となった。しかし、震災以前の水準まで回復するには至っていない。

特に、福島県では操業自粛によって、常磐海区の漁獲努力量の減少が著しく、震災前（約

10 千網）の 1/3 程度（2015 年は 3 千網）に留まっている。なお、北部におけるかけ廻しと

2 そう曳きの漁獲努力量は 1990 年代後半に急激に減少し、2000 年以降はそれぞれ 500 網

程度の低い水準で推移している。 

中部・南部における沖底の 1 そう曳きの漁獲努力量は、1984～1996 年には 11～24 千網

であったが、その後は大きく減少し、2011 年に 3 千網となった。2015 年も 4 千網であり、

依然として低い水準にある。南部の 2 そう曳きの漁獲努力量は、1978～1990 年代までは増

加して 1990 年に 14 千網となったが、その後は大きく減少し、2006 年以降は約 2 千網前後

となっている（表 3）。中部の 1 そう曳きおよび南部の 2 そう曳きの着業隻（統）数は 1978

年に 15 隻および 13 ヶ統であったが、2014 年にはそれぞれ 5 隻および 3 ヶ統まで減少して

いる（表 3）。努力量の減少には着業隻数の減少が大きく影響している。 

 

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法 

近年、沖底の漁獲努力量が大きく減少している。また、北部では震災の影響等による操

業形態（服部ほか 2014）、及び漁場形成の影響（益子 2014）によって、後述するように 2012
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年以降の CPUE が極端に高い値を示した。そのため、近年の CPUE を過去の CPUE と比較

して資源水準を判断するのは困難であると判断し、漁獲量を用いて資源水準を判断した。

水準の判断基準は、漁獲量の最大値と最小値を三等分して高位・中位・低位に区分した。

ただし、短期的には資源状況を CPUE でも比較可能と判断し、資源動向は近年 5 年の沖底

の CPUE の推移で判断した。 

前述（漁業の概要、漁獲量の推移）の通り、本系群は北部と中部・南部では操業形態と

漁獲動向が異なることから、系群の ABC は北部と中部・南部に分けて算定し、その合算値

を用いた。その際、水準判断には各海区別の漁獲量、資源動向の指標値には北部では沖底

のトロールの CPUE を、中部・南部では南部の沖底の 2 そう曳きの CPUE を用いた。 

 

（2）CPUE の推移 

 1978～2015 年の北部における沖底のトロールの CPUE は、1985～1993 年は 50kg/網を下

回っていた（図 3、表 2）。その後はやや増加し、1994 年（71kg/網）と 1996 年（91kg/網）

には比較的高い値となったが、2002～2006 年は再び 50kg/網以下に低下した。2007 年以降

は増加に転じ、震災の影響による漁獲努力量の大幅減少の影響も加わって、2011 年には 105 

kg/網、2012 年には過去最高の 298 kg/網となった。2013 年も 233 kg/網と高い値であった

が、翌 2014 年は前年から半減（120 kg/網）し、2015 年も 104 kg/網（暫定値）であった。 

 南部の沖底の 2そう曳きのCPUEは 1990年までは 48～182 kg/網の間で推移していたが、

1991～2005 年には 7～58 kg/網に低下した（図 4、表 3）。その後、2006～2010 年には 61〜

134 kg/網、2014 年は 148 kg/網に増加したが、2015 年は 85.9 kg/網（暫定値）に減少した。 

 

（3）資源の水準・動向 

系群全体の資源水準は、漁獲量の最大値と最小値の間を三等分して高位・中位・低位に

区分した。2015年の漁獲量は2,518トンであり、低位と中位の境界（2,338トン）を上回った

ものの、中位と高位の境界（3,730トン）を下回っており、中位水準と判断した（図2）。な

お、海域別には、北部の漁獲量は2,133トンであることから中位（漁獲量が1858～2982トン）

に相当するのに対し（図3）、中部・南部の漁獲量は385トンであることから、低位（981ト

ン未満）に相当し（図4）、海域によって状況が異なった。 

資源動向については、北部では沖底のトロールのCPUEが2014年と2015年に大きく低下

していることから減少傾向と判断されるのに対し（図3）、中部・南部では2そう曳きの2013

～2015年のCPUEが2011年と2012年の値よりも高かったことから、資源動向は増加傾向と

判断される（図4）。ただし、北部の沖底のトロールの漁獲量が系群全体の大部分を占める

ことから、系群全体の動向は北部の指標値を優先して減少傾向と判断した。 

 

5．2017 年 ABC の算定 

（1）資源評価のまとめ 

ヤリイカ太平洋系群の漁獲量は、2012 年～2014 年に急増して 4 千トンを超えたものの、

2015 年は 2,518 トンに大きく減少した。北部の沖底のトロールの CPUE は、近年変動が大

きく、2012 年には過去最高の 298 kg/網となったが、2014 年には前年比の 5 割程度の 120 

kg/網に減少し、2015 年も 104 kg/網（暫定値）であった。資源水準は漁獲量を指標として
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中位水準と判断し、資源動向は北部の沖底のトロール CPUE の近年 5 年の推移から減少傾

向と判断した。 

 

（2）ABC の算定 

ABC 算定のための基本規則 2-1)に基づき、資源水準に合わせた漁獲を管理目標として算

定した。北部と中部・南部では漁業形態が異なることに加え、資源状況が異なることから

海域別に ABC を算出し、海区別の ABC を合計して太平洋系群全体の ABC を求めた。 

 

 

 

 

 

δ1 は資源状態によって決まる係数、k は係数、b および I はそれぞれ資源量指標値の過去 3

年の傾きと平均値である。また、Ct には漁獲量が大きく変動するため Cave3-yr を用い、近

年（2013～2015 年）の漁獲量の平均値とした。 

北部ではトロールの CPUE、中部・南部では南部の 2 そう曳きの CPUE を資源量指標値

として γ1 を求めると、北部は 0.57、中部・南部は 0.92 となった（k は基準値の 1.0、I と b

は北部では 152 と-64.7、中部・南部では 112 と-8.56）。δ1 は、北部では資源水準が中位で

あることから 1.0、中南部では低位であり、過去 3 年間の平均漁獲量を用いることから 0.7

とした。過去 3 年間（2013～2015 年）の Cave3-yr は北部で 3,210 トン、中部・南部では 540

トンであったことから、ABClimit はそれぞれ 1,843 トンと 349 トン、計 22 百トン（10 ト

ンの位を四捨五入）と算定した。これらに安全率 α=0.8 をかけた 1,475 トンと 279 トン、

計 18 百トン（10 トンの位を四捨五入）を ABCtarget と算定した。 

 

管理基準 
Target/ 
Limit 

F 値 
漁獲割合 
（%） 

2017 年 
ABC 

（百トン） 

Blimit= 

－ 

親魚量 

5 年後 

（百トン） 

1.0・北部 Cave3-yr・0.57 

0.7・中部･南部 Cave3-yr・

0.92 

Target － － 18 － 

Limit － － 22 － 

 

Limit は、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Target は、資源変動の

可能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資

源の増大または維持が期待される漁獲量である。ABCtarget = αABClimit とし、係数αに

は標準値 0.8 を用いた。  

1 t 1

1

ABClimit=δ ×C ×γ

γ =(1+k×(b/I))

ABCtarget=ABClimit×α
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（3）ABC の再評価  

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値 

海域別漁獲量 2014 年の漁獲量確定 

漁獲努力量（網数）、CPUE 2014 年の努力量、CPUE の確定 

 

2015 年（当初、2015 年再評価）および 2016 年（当初）の ABC 値を再計算した。ここで、

北部の 2012～2014 年の CPUE は補正値（服部ほか 2014）を用いた。2014 年における北部

の漁獲量更新によって北部の 2016 年の ABC が当初評価値 1,995 トンから 2,001 トンに再

評価（6 トン増加）された。また努力量のデータ更新により、中部・南部の CPUE が更新

され、中部・南部の 2016 年 ABC が当初評価値 835 トンから 787 トンに 48 トン低下した。

なお、2016 年の ABC 再評価値（全体）は四捨五入によって、見かけ上、limit 値は当初値

と同じであるが、target 値は当初評価値より 100 トンの減少となった。 

 

評価対象年 
（当初・再評価） 

管理基準 資源量 
ABClimit 
（トン） 

ABCtarget
（トン） 

漁獲量 
（トン） 

2015 年（当初） 1.0・北部 Cave 
3-yr・1.15 
1.0・中部･南部

Cave 3-yr・1.75 

－ 4,200  3,400  
  
  

2015 年 
（2015 年再評価） 

1.0・北部 Cave 
3-yr・1.20 
1.0・中部･南部

Cave 3-yr・1.23 

－ 4,100  3,300    

2015 年 
（2016 年再評価） 

1.0・北部 Cave 
3-yr・1.20 
1.0・中部･南部

Cave 3-yr・1.23 

－ 4,100  3,300   2,518  

2016 年（当初） 1.0・北部 Cave 
3-yr・0.52 
1.0・中部･南部

Cave 3-yr・1.61 

－ 2,800  2,300  
  
  

2016 年 
（2016 年再評価） 

1.0・北部 Cave 
3-yr・0.52 
1.0・中部･南部

Cave 3-yr・1.52 

－ 2,800  2,200  
  
  

2015 年の漁獲量は暫定値、ABC は 100 トン未満を四捨五入した値。 
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6． ABC 以外の管理方策の提言 

単年性のいか類では、毎年の加入量が環境要因によって大きく変化し、予測も困難であ

る。そのため、努力量規制による管理が効果的である（Caddy 1983）。また、本系群では海

洋環境（水温）による資源の応答が海域（北部と中部・南部）で異なっていることから、

海域毎に資源管理を実施することも重要である。 
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表 3. 中部・南部の沖底によるヤリイカの着業隻（統）数、漁獲努力量、CPUE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

中部
1そう曳き

南部
2そう曳き

1978 15 13 6,386 8,019 30.3 71.8
1979 15 12 5,993 8,753 28.0 149.1
1980 15 12 8,217 9,108 30.7 116.6
1981 15 12 8,066 7,622 26.9 47.8
1982 14 12 8,071 10,726 29.8 120.7
1983 14 13 7,296 9,887 33.1 129.6
1984 14 11 18,786 10,397 10.1 98.4
1985 14 11 19,796 10,673 19.5 157.5
1986 14 11 13,742 11,020 33.1 65.1
1987 14 11 19,153 12,454 13.4 95.3
1988 14 11 20,731 12,505 11.2 182.1
1989 14 11 23,556 12,291 15.3 87.8
1990 13 11 19,936 13,581 8.2 114.5
1991 12 11 16,475 12,504 11.2 29.4
1992 10 10 14,521 12,572 6.1 30.1
1993 8 9 17,369 8,384 3.4 7.1
1994 8 9 22,954 8,541 2.4 20.1
1995 7 9 11,535 8,938 4.4 28.7
1996 5 8 15,217 8,197 5.3 57.8
1997 4 8 9,875 8,990 6.1 47.8
1998 4 9 7,993 9,606 6.3 41.8
1999 5 9 2,826 9,894 33.7 31.5
2000 5 8 5,807 7,950 8.6 41.8
2001 4 8 5,142 8,028 8.8 31.2
2002 5 8 4,095 5,834 7.6 43.9
2003 5 7 6,238 7,250 5.4 29.0
2004 5 7 9,142 4,294 6.9 18.4
2005 5 5 7,517 4,472 7.9 27.5
2006 5 3 7,228 2,097 14.3 89.8
2007 5 2 4,496 2,450 17.1 134.4
2008 5 3 4,213 2,394 8.6 60.8
2009 5 3 3,661 1,725 11.4 113.7
2010 5 3 3,388 1,849 10.2 85.7
2011 5 3 2,978 1,456 10.4 69.0
2012 5 3 6,203 1,663 5.0 46.0
2013 5 3 4,516 1,970 4.9 103.0
2014 5 3 3,632 2,218 6.3 148.3
2015 5 3 4,005 1,606 5.1 85.9

2015年の値は暫定値。

着業隻（統）数 努力量（有漁網数） CPUE (kg/網)

年／漁法
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補足資料 1 資源評価の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

2015 年までの漁獲量と 

沖底の CPUE 

水準判断 

漁獲量の 3 等分

（海域別） 

動向判断 

近年 3 年間の海域別

CPUE の変化（傾き） 

2017 年の ABC 

（海域合計値） 
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